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おかげさまでナイスグループは創立65周年

私たちはお客様の素適
4 4

な住まいづくりを
心を込めて応援する企業を目指します。
　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、誠にあり
がたく厚く御礼申し上げます。
　当社グループは、おかげさまで創立65周年を迎えることができました。

「お客様の素適
4 4

な住まいづくりを心を込めて応援します」という経営理念
のもと、さらなる企業価値の向上に努めてまいります。

　 住 宅 事 業
　一戸建住宅部門では、長期優良住宅の耐震や省エネなど４つの最高基準を超える高い性能をリーズナブルな価格で実現した企画
型注文住宅「パワーホーム ～ Super High Quality & Good Price ～」と、「パワーホーム」のノウハウを生かした東北復興応援
型住宅「フェニーチェホーム」を供給しています。
　マンション部門では、当社グループの優位性を発揮できる横浜市、川崎市および仙台市等に販売地域を集中するとともに、
新ブランド「Noblesse(ノブレス)」を立ち上げ、今後供給するすべての分譲マンションを地震に対して安全・安心な「免震構造」
にすることとしました。また、当社の子会社であるリナイス㈱を強化し、今期は中古住宅買取再販事業の拡大を図りました。

　株主の皆様におかれましては、今後とも当社グループに対し、一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成27年12月

すてきナイスグループ株式会社
代表取締役会長　　平田　恒一郎
代表取締役社長　　日暮　清

　 建築資材事業
　建築資材事業では、長寿命型や高度省エネ型の優良な住宅の供給・普及促進を支援するための国の施策である「省エネ住宅
ポイント」「地域型住宅グリーン化事業」や「スマートウェルネス住宅等推進事業」などをお取引先様が積極的に活用できるよう
推進するとともに、集客活動から商談、設計、アフターサービスに至るまでお取引先様の家づくりを総合的にお手伝いする「ナイス
サポートシステム」など、多彩な事業サポートサービスを通じて、全国のお取引先様に対し優れた省エネ性能を有する住宅資材
やゼロエネルギー住宅の仕様などを提案しました。
　また、「公共建築物等木材利用促進法」の施行を契機に需要の高まりを見せる中大規模木造建築物の受注および施工体制の強化を
目的に、主要事業子会社 ナイス㈱において「建設事業本部」を創設し、様々な木造建築の普及促進に向けて取り組んでまいります。

代表取締役会長
平田　恒一郎

代表取締役社長

日暮　清
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すてきナイスグループ TOPICS

健康な住まいと暮らしのテーマパーク「スマートウェルネス体感パビリオン」を開設
　当社グループは、横浜市および慶応義塾大学と共同で、産官学の連携によって健康と環境に優しい家づくりの学びと
体験ができる日本初の施設「スマートウェルネス体感パビリオン」を神奈川県横浜市にオープンしました。
　このパビリオンは、「見て・触れて・感じて・知る」をコンセプトに、健康寿命の延伸に寄与して環境にも貢献する

「スマートウェルネス住宅」の仕組みについて、「温熱」「空気」「睡眠」「安全・安心」「省エネ・エコ」の5つの要素を中
心に実体験を通じて楽しく学べる施設です。
　同施設では、住宅の断熱性能の違いが健康
に与える影響や住宅に用いる木材の使用率の
違いによる心理的・生理的な影響に関する
様々な実証実験などを慶応義塾大学 伊香賀
俊治研究室と共同で行い、「スマートウェル
ネス住宅」の推進に向けたエビデンスの集積
などに努めていきます。

ナイス本社ビル前（横浜市鶴見区）に「スマートウェルネス体感パビリオン」が完成。

断熱性の違いを再現した体感ルームなど住まいと健康について様々な学び、体験ができます。
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「住まいの耐震博覧会」で住宅の耐震化と木材利用を啓発
　6月に名古屋、7月に仙台、8月に大阪、9月に福岡で「住まいの耐震博覧会」を開催いたしました。東日本大震災から
4年、阪神・淡路大震災から20年を迎えた節目の開催であり、住宅の耐震化や防災に関する普及啓発の展示が充実したほか、
出展メーカー各社による趣向を凝らしたブースをはじめ、各県の地域材をふんだんに使用した木のある暮らしの提案を行
いました。平成27年は計5ヵ所で14.5万人の方にご来場いただき各会場で盛況を博しました。当イベントは平成14年から
継続して開催しており、おかげさまで累計160万人以上の方にご来場いただいております。

　住まいの構造改革をテーマに住宅の耐震化を推進する「住まい
の耐震博覧会」と、木造住宅の未来をテーマに木造住宅の最新情
報を紹介する「木と住まいの大博覧会」を同時開催いたします。
皆様のご来場を心よりお待ち申し上げます。

すてきナイスグループ TOPICS

「住まいの耐震博覧会・すまい元気フェア」では、東北6県による地産地消の木の家づくりの提案などが大きな注目を集めました。
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すべてを免震に。「ノブレス」新マンションブランド発表
　当社グループでは、今後、当社グループが主体となっ
て供給する全ての分譲マンションを「免震構造」とする
ことといたしました。
　今後、当社グループの免震構造マンションは新ブランド

「ノブレス」としてご提供し、安全・安心で快適な暮ら
しと地域の発展に努めてまいります。
　免震構造の標準化に先駆けて当社グループでは、日本
最大の建築設計事務所として社会環境デザインの先端を
拓く㈱日建設計および㈱日建ハウジングシステムと共同
でワークショップを実施し、7階建て程度の中層集合住
宅の設計に適用する合理的な免震構法の検討を行いまし
た。これをもとに当社グループは、免震構造の基本構造
などを見直して従来よりも合理的な免震構法を可能とし
ました。

すてきナイスグループ TOPICS

地上6階建ての免震マンション「ノブレス西馬込」（総戸数41戸）

新たに取得した約7千坪の用地（写真左）

釜山新港におけるグループ最大の物流拠点、さらなる付加価値を目指す
　釜山新港総合物流センターは、韓国・釜山にある現地法
人「ザ・ナイスコリア」の運営のもと、当社グループ初の
海外物流センターとして昨年6月17日より稼働しました。
　このたび当社グループは、釜山新港総合物流センター
の隣地（約7千坪）を含む周辺の未利用敷地の入居企業
に選定され、釜山港湾公社と実施協約書を締結いたしま
した。この締結により、現在稼働中の約1万坪の物流セ
ンターと合わせて約1万7千坪となり、当社グループ最大
の物流センターを構築することができます。この拠点で
は、世界有数のコンテナ量を誇る釜山新港を活用するこ
とにより在庫管理機能や仕分け・配送といった機能を1つ
の拠点に集約し、物流戦略の合理化と強化に繋げていき
ます。

新たに取得した用地
（約7千坪）

現在稼働中の物流センター
（約1万坪）
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四半期連結貸借対照表（要旨）
平成27年9月30日現在	 （単位：百万円）

四半期連結損益計算書（要旨）
平成27年4月1日〜平成27年9月30日	 （単位：百万円）

資　産　の　部
流動資産 110,549

　現金及び預金
　受取手形及び売掛金
　販売用不動産
　その他

21,736
33,501
37,155
18,155

固定資産 70,031

有形固定資産
　建物及び構築物（純額）
　土地
　その他（純額）
無形固定資産
投資その他の資産

47,329
11,060
32,481
3,787

479
22,222

資産合計 180,580

負　債　の　部
流動負債 84,516
　支払手形及び買掛金 31,780
　短期借入金 43,029
　その他 9,706
固定負債 52,451
負債合計 136,968

純 資 産 の 部
株主資本 37,911
資本金 22,069
資本剰余金 15,650
利益剰余金 864
自己株式 ▲672

その他の包括利益累計額 3,780
新株予約権 1
非支配株主持分 1,918
純資産合計 43,612
負債純資産合計 180,580

売上高 102,979
売上原価 89,764
売上総利益 13,214
販売費及び一般管理費 14,333
営業利益 ▲1,118
営業外収益 320
営業外費用 584
経常利益 ▲1,383
特別利益 17
特別損失 7
税金等調整前四半期純利益 ▲1,374
法人税、住民税及び事業税 329
法人税等調整額 ▲14
四半期純利益 ▲1,689
非支配株主に帰属する四半期純利益 50
親会社株主に帰属する四半期純利益 ▲1,739

事業別売上高構成〈連結〉
平成27年4月1日〜平成27年9月30日

その他の事業
35億円  3.5%

建築資材事業
814億円  79.1%

管理その他
73億円 7.1%

マンション
38億円 3.7%

一戸建住宅
68億円 6.6%

住宅事業
179億円  17.4%

ホームページで
最新の企業情報を公開

http://www.suteki-nice.jp/
当社では、企業情報に関する最新のイン
フォメーションをインターネットのホーム
ページ上で提供しています。

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）
平成27年4月1日〜平成27年9月30日	（単位：百万円）

営業活動による
キャッシュ・フロー ▲15,013

投資活動による
キャッシュ・フロー ▲1,446

財務活動による
キャッシュ・フロー 12,449

現金及び現金同等物に
係る換算差額 ▲1

現金及び現金同等物の
増減額 ▲4,012

現金及び現金同等物の
期首残高 25,571

現金及び現金同等物の
四半期末残高 21,559

四半期連結決算レポート
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会 社 概 要 　平成27年9月30日現在

※持株比率は、自己株式 2,747,348株を控除して計算しております。

株式の状況　平成27年9月30日現在

役 　 　 員 　平成27年9月30日現在

●所有者別株式の分布状況（自己株式含む）
金融機関
35,565千株（36,83％）
38名

その他国内法人
20,022千株（20.74％）
219名

個人・その他
28,772千株
（29.8％）
5,427名

自己株式
2,747千株（2.84％）

外国法人・個人
8,680千株（8.99％）70名

金融商品取引業者
772千株（0.80％）25名

株 式 会 社 横 浜 銀 行 4,647 4.95
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 4,639 4.94
株 式 会 社 り そ な 銀 行 3,339 3.56
明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 3,215 3.43
ナ イ ス 従 業 員 持 株 会 2,736 2.92
平 田 恒 一 郎 2,270 2.42
パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社 2,101 2.24
吉 野 石 膏 株 式 会 社 2,100 2.24
西 村 滋 美 2,022 2.16
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,980 2.11

株　主　名 　 持株数（千株）   持株比率（％）

● 住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
　 株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　 なお、証券会社に口座がない株主様は、三井住友信託銀行
　 株式会社にお申出ください。

● 未払配当金の支払について
　 株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出
　 ください。

●発行可能株式総数	 290,696,000株
●発行済株式の総数（自己株式2,747,348株を除く。）	93,813,847株
●株主数	 5,780名
●大株主（上位10名）

会 社 名

所 在 地

設 　 　 立

資 本 金

上場金融商品取引所

事 業 年 度

定時株主総会

単元株式数

株主名簿管理人
および特別口座
の口座管理機関

郵便物送付先
（電話照会先）

すてきナイスグループ株式会社

〒230-8571
横浜市鶴見区鶴見中央四丁目33番1号

昭和25年6月23日

220億6,920万円

東京証券取引所市場第一部

毎年4月1日から翌年3月31日まで

6月

1,000株

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）
http://www.smtb.jp/personal/agency/
index.html

代表取締役会長

代表取締役社長

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

社 外 取 締 役

社 外 取 締 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

社 外 監 査 役

社 外 監 査 役

社 外 監 査 役

平　田　恒一郎
日 暮　　 清
倉 迫 益 造
杉 田 理 之
大 野　　 弘
平　田　潤一郎
木 暮 博 雄
勝間田　清　敏

大　平　浩　二
横 田 純 典
高 島 章 生
神　長　博　志
髙 田　　 恒
渡 部 直 樹
小 林　　 一

会社概要・役員・株式の状況
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この報告書は、環境に配慮した用紙・インキを使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

本　社／ 〒230-8571 横浜市鶴見区鶴見中央4丁目33番1号
TEL. 045-521-6111（代表）  FAX. 045-521-6107
http://www.suteki-nice.jp/　　証券コード：8089

※「素適」「 」「ナイスの森」「ナイスサポートシステム」「リナイス」「ノブレス」「パワーホーム」
　「フェニーチェホーム」「スマートウェルネス体感パビリオン」「住まいの耐震博覧会」は、
　 すてきナイスグループ株式会社の登録商標です。また「木と住まいの大博覧会」は商標登録出願中です。

ナイス徳島の森

ナイス川根の森

ナイス熊野の森

ナイス丹沢の森
ナイス津久井の森

ナイス猪苗代の森

ナイス岐阜の森

ナイス京都北山の森

8カ所目の社有林「ナイス津久井の森」を取得
　当社グループは、住宅建築用の木材の流通をルーツとする企業として、収益の一部を山林資源に
還元すべく、社有林「ナイスの森」の保全にあたっています。
　水源かん養や炭素固定といった森林の公益的機能を通じて、環境保全に取り組む方針のもと、面
積を少しずつ拡大しており、総面積約1,836ヘクタール、東京都新宿区を上回る面積となりました。
　新たに取得した「ナイス津久井の森」は水源の森林エリアに属し、多くの小川に恵まれていま
す。付近を流れる道志川の水は津久井湖に貯えられ、神奈川県民の重要な水として横浜市に送られ
ています。

「ナイスの森」美しく健康な森へ

森林の公益的機能
● 水源かん養機能
● 土砂流出・崩壊防止機能
● 保健休養機能
● 野生鳥獣保護機能
● 地球温暖化防止機能

「ナイス猪苗代の森」福島県郡山市

「ナイス津久井の森」神奈川県相模原市

「ナイス丹沢の森」神奈川県厚木市

「ナイス川根の森」静岡県島田市「ナイス熊野の森」和歌山県新宮市「ナイス徳島の森」徳島県那賀郡

「ナイス京都北山の森」京都府京都市 「ナイス岐阜の森」岐阜県下呂市


